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様式第５号別紙１ 

 

事 業 実 施 報 告 書 

 

事業名 地域の居場所を目的としたコミュニティカフェ 

１ 事業の目的 

  事業の目的は、当団体のスローガン「地域の中で、障害の有無にかかわらず、子ど

もから高齢者まで、誰もが共に生き生きと暮らす笑顔のある社会」に基づく事業と

して居場所の提供をめざしました。 

 

２ 事業内容 

（１）事業の概要 

    概要は、月 1回のコミュニティカフェ開催事業です。 

  当団体の活動は、2016年、農業を基盤として発足しました。もう一つの事業コ

ミュニティカフェは、経済的理由と保健所の認定をいただくまでの準備段階で月

日が過ぎ、2020年 8月に開催できることになりました。しかし、コロナ禍のため、

慎重にならざるを得ず、足踏み状態でした。 

  助成をいただいて、月 1回のカフェ開催をすることができました。 

   

（２）事業の流れ 

   当団体は、月 1回定例会開催、報告事項、審議事項、その他の項目において、議

事を進めます。 

   審議事項の議題にて、月 1回のカフェのメニュー(定食)を決めます。それぞれの 

担当者などを決めて、当日を迎えます。 

   感染状況により、2022年 8月は中止としました。 

一日の流れ 

  ・8 時 30 分～、掃除から始まり、容器の選び、調理、盛り付け、配膳と進みます。 

  ・12時過ぎ～、一人二人と来訪者があり、2時過ぎに終了。それから会員の食事と 

なります。 

  ・片づけが終わり、場所を出るのは 4時を過ぎます。月 1回のことですが、高齢者 

団体であり、主婦の会員にとっては一仕事であり、月 1回が精一杯です。 

 

  ＊来訪者数は、おおよその予想で、準備してきました。 

  ＊看板(倉庫の壁に掲げています)を見て初めて来られた方や、毎月応援してくださ 

る方々、時々見える方など、交流や会話も広がります。 

 

 

 

 

 
                        ▴一段落後、楽しい食事… 

▴丁寧に掃除を… 

   キッチンは大忙し…▸                  
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（３）連携・協力機関 

   連携団体は、講演会共催として NPO法人ゆずり葉の会、月報配布や、障害者の 

対応の協働経験などで福祉法人かえで(越生)、ひきこもり関係でマロウドの会は、 

4名が会員、発達障害の支援団体の NPO法人こっこの会、飯能のにこにこハウス 

などで、それぞれ年 1、2回ですが、情報交換をしています。  

 

３ 成果及び今後の展開 

 コミュニティカフェ開催状況 (2022年 6月 1日～2023年 2月 28日) 

  月  

6月 

 

7月 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

1月 

 

 2月 

 

計 

サロン 6/14 

5名 

  10/11 

7名 

      

12名 

カフェ 6/28 

14名 

7/25 

13名 

9/27 

15名 

10/25 

13名 

11/24 

19名 

12/20 

18名 

1/24 

17名 

2/28 

22名 

 

131名 

 

  事業実施期間は、会員の健康上や都合などで、実際に参加できる会員が少なかった 

時もありました。8 月を除いて無事継続できたことに安堵しています。会員の働き手

不足の際、お手伝い下さった方がその後も継続して参加くださいました。 

会員も定例会ごとにメニューの提案があり、進んでできることを申し出てくださり、

決まっていきます。すべて、会員のボランティア精神の協力なしには開催できない事

業です。食材のレシートを安心して提出いただけることも良かったです。 

 また、食事抜きのサロンを 2 回(1 時～3 時)、計画しました。6 月の生け花体験は、

参加者が指導を受けた花を持ち帰り、良い経験になりました。10 月のギャラリーは、

会場が作品を展示する空間及び壁ではないため、作品を展示したいと申し出る方がお

られませんでした。わずかな作品と会員の作品を展示しましたが、安易な希望に終わ

りました。 

 コミュニティーカフェ開催の際は、カフェの担当者がバザーを行っておりますが、

収入につながっています。 

次年度は、サロン開催を計画し、収入を得る催しを検討していきたいと考えています。 

気軽に地域の方々が立ち寄り、コーヒーを飲みながら語れる空間、居場所の提供を継続 

したいと思います。 

 地域において、活動の趣旨を理解いただき、誰でも立ち寄れる居場所つくりをしたい

と思います。農作業、カフェの 2本立てで、高齢者、子ども、悩みのある方・・・など

心の居場所としてありたいと考えています。 

 

活動の様子   カフェの日は、華道教師の会員が、 

花を用意してくださいます。 

    
      入口の引き戸のメニュー  
        は、ボードに変更 
        しました。 
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  サロン 生け花体験 2022 年 6 月 14 日(火)13：00～  参加者 5 名 
  
 
 
 
 
 
    
                             
                            先生の講義を受け、お手本を見なが 
                            ら活けました。 
                            その後、ティタイムを和やかに。   

お手本 
 
 

サロン  ギャラリー  2022 年 10 月 11 日(火)13：00～  参加者 7 名 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
        会員の水彩画も展示しました。部屋に合わせて、僅かですが、展示しました。 
         
 
 
 コミュニテイーカフェのスナップ  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
カフェは、定食とデザートとコーヒーを出しています。忙しさの中、写真を撮るタイミング 

が無い場合もあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         カフェの様子です。12 月、ピアノの伴奏 
で、クリスマスメドレーのひとときです。  

                       3 月、床の間に内裏雛を飾りました。 
                       室内は限られていますので、庭での食事と

なりました。 
                        


